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あけましておめでとうございます。
希望に満ちた新しい年が始まりました。
2022年12月には新しい第6期奨学生も我 の々仲間に加わり、
それぞれの専門分野での勉学を気持ちも新たに始めています。
この大切な第一歩を勇気をもって、明るく踏み出すことを期待しています。

� 2023年1月
� 代表理事　黒澤　厚

前号に引き続き、第5期奨学生訪問の様子をご紹介いたします。第二弾は北海道（7月7～8日）・山形（11月7
日）・岩手（11月14日）地区です。

両国　千夏 様
北海道大学大学院工学院北方圏環境政策工学専攻（中）
松本　浩嗣 様　工学研究院准教授（右）

コンクリート構造物の分析をし、防げる事故は防ぐという信念を持ち
ながら研究を続け、将来は維持管理に携わります。

新井　　慧 様
北海道大学環境科学院生物圏科学専攻（中）
野田　隆史 様　地球環境科学研究院　大学院環境科学院教授（左）

海岸の地形と砕波から沿岸に生息する巻貝や海藻への影響を分析し
ています。地学と生態学を融合させ、将来は研究職を目指しています。

星野　莉子 様
札幌国際大学大学院スポーツ健康指導研究科
スポーツ健康指導専攻（右）

陸上における歩き方・走り方の研究をし、将来は中学校の保健体育
教員になることを目指しています。

木村　徳子 様
北海道大学大学院歯学院口腔医学専攻
口腔機能学講座歯学矯正学（右）

全身の骨と歯槽骨の代謝の違いを解明し、骨粗鬆症治療に応用した
いと考えています。将来は健康と福祉に携わります。

第5期奨学生訪問 第二弾



【第5回お菓子セミナー実施】
8月27日（土）に第5回お菓子セミナーをロイヤルホテルほて
いや（福島県伊達市）で実施いたしました。日本菓子専門学校の
酒井先生を講師にお招きし、「もものパンナコッタ」と「もものパ
リパリタルト」の製造を実演。
午前の部・午後の部合計約50名の伊達市内外の方にご参加
いただきました。

福島　良樹 様
岩手大学大学院連合農学研究科地域環境創生学専攻（中）

鈴木　啓文 様　学務部学生支援課奨学グループ主査（右）

都市に生息するハクビシンの研究をしており、来春から岩手県大槌
町で「地域おこし協力隊」として鳥獣被害対策に携わる予定です。

板垣　拓夢 様
山形大学大学院農学研究科農学専攻（右）

未知の微生物の発見を目指し、新属レベルの微生物の研究・分析を
行っています。将来は研究を活かし、企業で活躍したいです。

福島県伊達市須田市長（左）福島民報新聞　8/29朝刊

地域復興支援事業
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美しい言葉

No.6
年豊人楽
としゆたかにひとたのしむ  (南宋・朱熹）

五穀がよくみのり、人々が楽しむの謂です。今年は豊年満作よと謡い、踊りを楽しむ。
人々は安穏な生活を祈って日々精を出し働いた成果が、この喜びとなる。

通解

クロサワ育成財団からのお知らせ
【第6期奨学生（2022年度）採用活動について】

�2022年9月30日に書類応募を締め切らせていただきました。171名の学生の皆様にご応募をいただき
ました。ご応募、誠にありがとうございました。
書類選考通過者に対して11月28日に仙台市にて面接を実施いたしました。
合格者数等の詳細は、今後当財団ホームページでご案内をさせていただきます。

「広場」 近況報告

【第５回】
岩手大学農学部准教授 石村 学志 先生にご来社いただきました。
2022年10月19日（写真右から3番目）

先日、第5期奨学生の金澤海斗さんの担当教諭である
石村先生が当財団事務所へお立ち寄りくださいました。
金澤さんも在籍している石村先生の研究室では、海洋
からの社会変革を目指し、「漁業に寄り添う実学としての
水産学」に日々取り組まれています。
当財団が奨学金事業を通して目指している社会貢献と、
石村先生・金澤さんの取り組む研究を通して目指している
「豊饒の海」に、相通じる志を感じていただいるとお話し
くださり、感謝の気持ちでいっぱいです。
私どもも、より一層の社会貢献を目指してまいります。


